
Anniversary
45th



■ 大水槽を悠然と泳ぐ、シノノメサカタザメたち。　2018.7.16撮影



■ 大水槽を悠然と泳ぐ、シノノメサカタザメたち。　2018.7.16撮影



Profile and History

01 02

足摺海洋館 新野　大



Profile and History

01 02

足摺海洋館 新野　大



みんなの思い出の海洋館
Memories

03 04



みんなの思い出の海洋館
Memories

03 04



１

４

５

Topics 1975

建設～足摺海洋館オープン年

05 06

　足摺宇和海国定公園が国立公園に昇格したことや、土佐の観光ブームなどを踏まえ、竜串地域の海洋に関する
観光施設（海のギャラリーやグラスボートなど）を含む「海洋学園構想」が策定された。その一環として、観光
開発と海洋学習を目的に、県が総事業費７億円をかけて足摺海洋館を建設、1975年 5月2日にオープンした。

　当時その斬新な外観はSF的とも言われ、地域のシンボル的存在だった。
「土佐の海と黒潮の魚たち」をテーマに、黒潮を泳ぐ魚類から磯にいる無脊椎動物まで、多種多様な海の生物、約
100種 5,000匹の飼育展示を行う。
この頃、１階には剥製や潜水具の歴史を、２階には小型水槽を14基設置し、長期飼育の難しいマンボウやシノノ
メサカタザメの飼育にも力を注いだ。
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シノノメサカタザメの長期飼育に挑戦 マンボウ飼育奮闘記
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　当館の”目玉”といえば、やはりシノノメサカタザメだろう。飼育生物の中でもひと際
大きく、エイのようなサメのような独特な見た目で、マンボウと人気を二分してきた。
　オープン当初は、まだまだ長期飼育が困難な時代だった。それでも今はほとんど獲れ
なくなってしまった本種が、近場の定置網に頻繁に入り、飼育の機会に恵まれた。他館
では飼育例が少なく、初めての試みも多い中で、長期飼育への挑戦は続けられてきた。
　今では、大水槽のスターとなったシノノメサカタザメ。その飼育の軌跡をたどる。

　シノノメサカタザメと同様、昭和50年代には、長期飼育が難しかったマンボウ。そのユーモラスな見た目で、シノノメサカ
タザメに勝るとも劣らない人気を博してきた。当館において、マンボウの飼育といえば下田課長。勤続32年目となるが、その
多くの時間をマンボウ飼育に費やしてきた。ここでは、飼育した者にしかわからないマンボウの奇妙な生態や飼育の難しさに
ついて綴る。
　当館がオープンして間もなく、マンボウは以布利や貝ノ川の定置網で頻繁に獲れ、飼育が始まった。ぽわ～んとしていて悩
みなどないように見えるが、実は神経質で生態についてもほとんどわからなかった生物。他館同様、この頃長期飼育は困難を
極めた。

■ 971日達成
1994年8月3日、971日というそれまでの時点で最も長く生きたマンボウが死亡した。
この個体は、1991年12月7日に貝ノ川から来たオスのマンボウで、1000日まであと一歩のところだった。
飼育の一番の鍵となるのが水槽の水。目の前の海から取っていたが、台風の雨で川が増水し、塩分濃度が変化
して、それにより体調を崩したことが原因とみられた。この頃、飼育の世界記録は千葉県・鴨川シーワールドの
2993日だった。もう少しで大台達成だっただけに、マンボウの衰弱死は関係者をがっかりさせた。現在では、
当館の飼育記録は1200～1300日に達している。

■ 長期飼育の鍵は、一番は水質、次に給餌と排便
飼育を長続きさせるには、できるだけ自然界に近い環境で飼育することが大切だ。マンボウの場合、水温は18
～19℃くらい、ph7.5程度で、比重は1.025前後。マンボウが暮らしやすい環境を維持しなければならない。
また、広い水槽も必要だが、給餌と排便がスムーズに行なわれることが長期飼育の鍵になる。

■ 専用水槽での飼育
1989年1月に、下田さんが入社した時にはすでにマンボウ専用水槽（縦4ｍ、横5ｍ、深さ2ｍ）があった。しか
し、広さがあまりないため、ある程度の大きさのマンボウしか飼えなかった。それまでは、マンボウが獲れる冬
場の一ヶ月くらいの間、大水槽で飼っていたが、他の魚にかじられたり、壁に衝突するなどして、長生きはしな
かった。

■ 便秘がちな魚
「マンボウはよく便秘をするので、胃腸にも効くビタミン剤ポポンSを飲ませたりして、24時間体制で面倒を
みたこともあります」　（下田さんより）
マンボウは、腸が長く、神経質なため、便秘になりやすい生物なのだ。また、腸の中には、寄生虫である条虫（俗
にいうサナダムシ）がたくさんいて、下田さんが解剖した時にカップラーメン１杯くらいの量が出てきたこと
もあったのだとか。寄生虫が成長すると便が出なくなるので厄介だ。マンボウは、腸の具合が悪いと壁に衝突
してもぶつかったまま泳ぎ続けるので、調子が悪い時はわかるという。

■ グルメな魚
マンボウはグルメで、おいしい食べ物を知っている。そのため、エビやイカは好んで食べるが、魚のミンチをあ
げると吐き出す。
エサは、給餌棒の先に甘エビとイカのすり身を団子状にしたものを付けて与えている。体にしわができない程
度に与えるのがコツ。あげすぎると太って、消化不良になるので注意が必要だ。

■ マンボウに、天井に穴を開けられた！？
自然界では、マンボウは寄生虫を落とすために、水面から勢いよくジャンプすることが知られているが、水槽
でも同様のことをしたことがあったようで……。
「ある日、マンボウ水槽の天井に穴が開いていてビックリしました！68ｃｍくらいのマンボウだったのです
が、思いっきりジャンプしたのでしょうね」と下田さん。
意外とアグレッシブな魚なのである。

■ 現在のマンボウ
今いるマンボウは、2017年2月19日に以布利から来たもので、当時93ｃｍ、35ｋｇの個体だった。餌は最
初160ｇくらい与え、様子をみながら、300ｇ、500ｇと増減の調整をしながら与えている。フラッシュで驚
いて壁にぶつかることがあるので、観覧面はフラッシュ撮影禁止。水槽内にブルーシートを張って、万が一の
衝突を防いでいる。

■ 2000.12.25
約５年ぶりの展示。12.10に以布利の定置網に入った、体長2.1ｍ、体重約100ｋｇメス。餌は、二日に
一度、職員が潜水してアジを与えた。ここまでに一番の長生き個体は、約10年生きている。

■ 2004.6.1
体長2.1ｍの個体が２年ぶりに登場。

■ 2006.4.30
以布利の定置網に、体長140ｃｍの小ぶりのオスが
入り、搬入された。

■ 1977.4.8
以布利の定置網に、体長1.7ｍ、重さ50㎏のオスが入る。後に「ゴン」と名付けられる。
この頃、和歌山県白浜の京都大学付属水族館で5年5ケ月の飼育記録あり、ゴンはそれを破るかもしれないと期
待されていた。しかし、1979.03.24、飼育３年目で死亡し、スタッフ一同がっかり。当館の飼育記録は、907日
だった。

■ 1977.5.8
窪津の定置網に150ｋｇ、体長2.5ｍの超大型のオスが入る。日本近海で獲れるのは珍しく、当時全国の水族館でもこれほどの大物は例がなかった。2、3日で水槽の生活
にも慣れ、大水槽内を悠々と泳いでいた。問題は、餌付け。サメの主食は、エビやカニなどの甲殻類や小魚。5月13日から始まった餌付けでは飼育係が直接ウマヅラハギを
与えていたが、なかなか食べなかった。当館は、新たなスター誕生を期待していただけに、祈る思いで餌付け作業を続けた。その結果、成功に至るも、1977年・秋に死亡。

■ 1979.4.13
貝ノ川の定置網に入った個体は、全長1.75ｍ、40kgのメスだった。メスは初で、その後愛称を一般募集して
「サチ」と名付けられた。
大水槽に入れるも、一週間餌を食べなかったため、人工的に餌付けを試みる。
初日は、２人のダイバーが餌をかごに入れて水深６ｍの水槽に潜水。一人が大きなサメの魚体を両手で抱え、
もう一人が手に餌のメジカを持って口に押し込む作業を５分ほど繰り返した。興奮したサメは、餌を一噛み
し、その後吐き出し結局食べなかった。代わりに周りにいたクエたちが喜んでメジカをパクリ。
飼育係は、気長に餌付けしたい、と話していたが、その後無事に餌付けは成功。
しかし、6ヵ月足らずで死亡（1979.10.14）。死因は、肝臓機能障害とみられた。

■ 1980.6.30
以布利より、体長2.7ｍ、幅1.5ｍの大型のオスが入る。少し前に同じ網で捉えられたメスと、２匹揃って仲睦
まじく泳ぐ姿が話題を呼んだ。同年11月くらいに死亡。

■ 1981.4.24
5ケ月ぶりにシノノメサカタザメが再登場。4月21日午後、以布利の定置網に入ったもので、体長2ｍ、体重70ｋｇのオスだった。26日から、職員がマアジの餌付けを
行ったが、なかなか飲み込もうとせず、悪戦苦闘。
最初は、水槽に慣れないせいか、上部付近をずっと泳いでいて、客泣かせだった。この頃、当館ではすでに10匹のシノノメサカタザメの飼育実績があった。

■ 1981.5
足摺岬沖で獲れたメスが搬入され、先月、以布利から来たオスと同居することに。
メスは水槽に入った直後は弱っていたが、餌付けに成功。オスとともに、当館の一番の人気者になった。「愛称募集」では2457通もの応募があり、職員らが選考。その結果、
オスは「サン太」、メスは「ナミ」に決まった。ナミは、1982.3.4死亡。

■1982.6.21
シノノメサカタザメが3カ月半ぶりに再登場した。貝ノ川の定置網で獲れたもので、体長1.9ｍ、推定50～60ｋｇのオス。飼育員４人が荷台に水槽を設置した特製トラッ
クで駆け付け、麻酔をかけて運んだ。「シノノメの飼育は最初がポイント」と言われるだけに扱いも慎重。当館では、この個体が13匹目。

■1985.10.29
この時、大水槽には３匹のシノノメサカタザメが飼育されていた。
そのうちの一匹である、同年6月15日に貝ノ川の定置網で獲れた体長150ｃｍ、体重４０㎏のオスが
愛知の碧南海浜水族館に譲られた。大水槽からの捕獲作戦は10人がかり。餌のカニで水槽上部までお
びき寄せ、水面に上がってきたところを引き揚げ、シートの上に乗せ、エレベーターで下に運んだ。その
後搬送用の水槽に収まるまで約15分。

[木製のコンテナで搬送されるサチ]

[2020年で飼育14年目になるシノノメサカタザメ]
現在、専用水槽で飼われているマンボウ

[写真③]

[写真③]

[写真②]

[写真①]

[写真②]

オープン当初、大水槽で飼われている
マンボウ

[写真①]
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■ 1977.5.8
窪津の定置網に150ｋｇ、体長2.5ｍの超大型のオスが入る。日本近海で獲れるのは珍しく、当時全国の水族館でもこれほどの大物は例がなかった。2、3日で水槽の生活
にも慣れ、大水槽内を悠々と泳いでいた。問題は、餌付け。サメの主食は、エビやカニなどの甲殻類や小魚。5月13日から始まった餌付けでは飼育係が直接ウマヅラハギを
与えていたが、なかなか食べなかった。当館は、新たなスター誕生を期待していただけに、祈る思いで餌付け作業を続けた。その結果、成功に至るも、1977年・秋に死亡。

■ 1979.4.13
貝ノ川の定置網に入った個体は、全長1.75ｍ、40kgのメスだった。メスは初で、その後愛称を一般募集して
「サチ」と名付けられた。
大水槽に入れるも、一週間餌を食べなかったため、人工的に餌付けを試みる。
初日は、２人のダイバーが餌をかごに入れて水深６ｍの水槽に潜水。一人が大きなサメの魚体を両手で抱え、
もう一人が手に餌のメジカを持って口に押し込む作業を５分ほど繰り返した。興奮したサメは、餌を一噛み
し、その後吐き出し結局食べなかった。代わりに周りにいたクエたちが喜んでメジカをパクリ。
飼育係は、気長に餌付けしたい、と話していたが、その後無事に餌付けは成功。
しかし、6ヵ月足らずで死亡（1979.10.14）。死因は、肝臓機能障害とみられた。

■ 1980.6.30
以布利より、体長2.7ｍ、幅1.5ｍの大型のオスが入る。少し前に同じ網で捉えられたメスと、２匹揃って仲睦
まじく泳ぐ姿が話題を呼んだ。同年11月くらいに死亡。

■ 1981.4.24
5ケ月ぶりにシノノメサカタザメが再登場。4月21日午後、以布利の定置網に入ったもので、体長2ｍ、体重70ｋｇのオスだった。26日から、職員がマアジの餌付けを
行ったが、なかなか飲み込もうとせず、悪戦苦闘。
最初は、水槽に慣れないせいか、上部付近をずっと泳いでいて、客泣かせだった。この頃、当館ではすでに10匹のシノノメサカタザメの飼育実績があった。

■ 1981.5
足摺岬沖で獲れたメスが搬入され、先月、以布利から来たオスと同居することに。
メスは水槽に入った直後は弱っていたが、餌付けに成功。オスとともに、当館の一番の人気者になった。「愛称募集」では2457通もの応募があり、職員らが選考。その結果、
オスは「サン太」、メスは「ナミ」に決まった。ナミは、1982.3.4死亡。

■1982.6.21
シノノメサカタザメが3カ月半ぶりに再登場した。貝ノ川の定置網で獲れたもので、体長1.9ｍ、推定50～60ｋｇのオス。飼育員４人が荷台に水槽を設置した特製トラッ
クで駆け付け、麻酔をかけて運んだ。「シノノメの飼育は最初がポイント」と言われるだけに扱いも慎重。当館では、この個体が13匹目。

■1985.10.29
この時、大水槽には３匹のシノノメサカタザメが飼育されていた。
そのうちの一匹である、同年6月15日に貝ノ川の定置網で獲れた体長150ｃｍ、体重４０㎏のオスが
愛知の碧南海浜水族館に譲られた。大水槽からの捕獲作戦は10人がかり。餌のカニで水槽上部までお
びき寄せ、水面に上がってきたところを引き揚げ、シートの上に乗せ、エレベーターで下に運んだ。その
後搬送用の水槽に収まるまで約15分。

[木製のコンテナで搬送されるサチ]

[2020年で飼育14年目になるシノノメサカタザメ]
現在、専用水槽で飼われているマンボウ

[写真③]

[写真③]

[写真②]

[写真①]

[写真②]

オープン当初、大水槽で飼われている
マンボウ

[写真①]
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イソギンチャク目

ウミエラ目

ウミシダ目

ウミトサカ目

古腹側目

新紐舌目

頭楯目

無楯目

嚢舌目

裸殻翼足目

傘殻目

側鰓目

裸鰓目

イタヤガキ目

アウグイスガイ目

ウメボシイソギンチャク科

カザリイソギンチャク科
ニチリンイソギンチャク科
ハタゴイソギンチャク科
ハナブサイソギンチャク科
ヤツバカワリイソギンチャク科

ウミサボテン科

オオウミシダ科
クシウミシダ科

イソバナ科
ウミアザミ科
ウミトサカ科

クダサンゴ科
チヂミトサカ科

トゲヤギ科
ホソヤギ科

ムチヤギ科
サンゴ科

オキナエビスガイ科
ニシキウズガイ科
ミミガイ科
リュウテンサザエ科

ウミウサギガイ科
オキニシ科
ソデボラ科
タカラガイ科

トウカムリ科

ビワガイ科
フジツガイ科

ウミコチョウ科
カノコキセワタ科
ミスガイ科

アメフラシ科

チドリミドリガイ科

ハダカカメガイ科

ヒトデガイ科

ウミフクロウ科

イボウミウシ科

イロウミウシ科

オオミノウミウシ科
カドリナウミウシ科
クロシタナシウミウシ科
ゴシキミノウミウシ科
ツヅレウミウシ科
ネコジタウミウシ科
フジタウミウシ科

ホクヨウウミウシ科
ミカドウミウシ科
メリベウミウシ科

イタヤガイ科
ウミギク科

ウグイスガイ科
ハボウキガイ科

ウメボシイソギンチャク
サンゴイソギンチャク
ウンバチイソギンチャク
ニチリンイソギンチャク
ハタゴイソギンチャク
ハナブサイソギンチャク
セイタカカワリギンチャク

ウミサボテン

オオウミシダ
ニッポンウミシダ
ハナウミシダ

オオイソバナ
ウミアザミ
ヒラウミキノコ
ユビノウトサカ
クダサンゴ
オオトゲトサカ
キバナトサカ
ビロードトゲトサカ
ウミウチワ
アカヤギ
オウギフトヤギ
ムチヤギ
アカサンゴ

コシダカオキナエビス
ギンタカハマ
イボアナゴ
リンボウガイ

ウミウサギガイ
オオナルトボラ
スイジガイ
ハチジョウダカラ
ホシダカラ
トウカムリ
マンボウガイ
ビワガイ
カコボラ
ホラガイ
 
ムラサキウミコチョウ
オハグロツバメガイ
ミスガイ
 
アメフラシ

コノハミドリガイ

ハダカカメガイ

ヒトエガイ

マダラウミフクロウ

コイボウミウシ
フリエリイボウミウシ
アオウミウシ
キイボキヌハダウミウシ
サラサウミウシ
シロウミウシ
ゾウゲイロウミウシ
テヌウニシキウミウシ
ミアミラウミウシ
イロミノウミウシ
シモフリカメサンウミウシ
ミヤコウミウシ
ジボガミノウミウシ
クモガタウミウシ
ヒロウミウシ
ウデフリツノザヤウミウシ
ハナデンシャ
ユビノウハナガサウミウシ
ミカドウミウシ
ヤマトメリベ

ヒオウギ
ウミギク
 
アコヤガイ
ハボウキガイ

マルスダレガイ目

オウムガイ目

コウイカ目

ツツイカ目

八腕形目

ミミイカ目

新腹足目

ケヤリムシ目

口脚目

等脚目

十脚目

シャコガイ科

オウムガイ科

コウイカ科

ヒメイカ科
ジンドウイカ科

マダコ科

カイダコ科

ミミイカ科

アッキガイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

テングニシ科
マクラガイ科

カンザシゴカイ科

ケヤリムシ科

シャコ科
ハナシャコ科
フトユビシャコ科

スナホリムシ科

クルマエビ科
タラバエビ科
モエビ科

テッポウエビ科
テナガエビ科

シラナミガイ
ヒメシャコガイ

オオベソオウムガイ

カミナリイカ
コブシメ
トラフコウイカ
ハナイカ

ヒメイカ
オリイカ

サメハダテナガダコ
ヒョウモンダコ
ヤワハダタコ
ワモンダコ
タコブネ

ダンゴイカ

オニサザエ
センジュガイモドキ
イトマキボラ
ヒメイトマキボラ
アンボイナ
タガヤサンミナシ
バイ
テングニシ
マクラガイ

イバラカンザシ
オオナガレハナサンゴ
ホンケヤリ

シャコ
モンハナシャコ
フトユビシャコ

オオグソクムシ
ダイオウグソクムシ

ウシエビ
トヤマエビ
アカシマシラヒゲエビ
オトヒメエビ
シロボシアカモエビ
ニシキテッポウエビ
イソスジエビ

フリソデエビ科
イセエビ科

セミエビ科

アカザエビ科
チュウコシオリエビ科
アナエビ科
オサテエビ科
サラサエビ科
ヤドカリ科

ホンヤドカリ科
オカヤドカリ科
タラバガニ科
アサヒガニ科
キンセンガニ科
カイカムリ科

ミズヒキガニ科
コブシガニ科
カラッパ科

クモガニ科

ヒシガニ科

クリガニ科
ワタリガニ科

オウギガニ科

イソオウギガニ科
エンコウガニ科

フリソデエビ
イセエビ
カギテリョウマエビ
ニシキエビ
リョウマエビ
コブセミエビ
ゾウリエビ
アカザエビ
オオコシオリエビ
ショウグンエビ
オサテエビ
ヤイトサラサエビ
イシダタミヤドカリ
イボアシヤドカリ
ソメンヤドカリ
ユビワサンゴヤドカリ
ホンヤドカリ
ヤシガニ
メンコガニ
アサヒガニ
キンセンガニ
オオカイカムリ
カイカムリ
ミズヒキガニ
テナガコブシ
トラフカラッパ
マルソデカラッパ
ヤマトカラッパ
エダツノガニ
ケアシガニ
タカアシガニ
ノコギリガニ
モクズショイ
カルイシガニ
ハリカルイシガニ
ケガニ
アミメノコギリガザミ
イシガニ
シマイシガニ
ジャノメガザミ
ナマコマルガザミ
ベニツケガニ
モンツキイシガニ
アカマンジュウガニ
オオヒロハオウギガニ
キンチャクガニ
スベスベマンジュウガニ
ホンマンジュウガニ
マツバガニ
エンコウガニ

アカモンガニ
キメンガニ
サワガニ
シオマネキ
ハクセンシオマネキ
アシハラガニ
ショウジンガニ
ゼブラガニ

オオウミシダ
ニッポンウミシダ
ハナウミシダ

ニホンクモヒトデ

スナヒトデ
トゲモミジガイ

コブヒトデ
マンジュウヒトデ
アオヒトデ
オオアカヒトデ
ヤマトナンカイヒトデ
フトトゲヒトデ
イトマキヒトデ
オニヒトデ

ヤツデヒトデ

イイジマフクロウニ

ガンガゼ

クロウニ

ラッパウニ
アカウニ
ツマジロナガウニ
ナガウニ

ドングリウニ

ノコギリウニ

タコノマクラ

スカシカシパン

アデヤカキンコ

アカモンガニ科
ヘイケガニ科
サワガニ科
スナガニ科

イワガニ科

ゴカクガニ科

オオウミシダ科
クシウミシダ科

クモヒトデ科

スナヒトデ科
モミジガイ科

コブヒトデ科

ホウキボシ科

ナンカイヒトデ科
フトトゲヒトデ科
イトマキヒトデ科
オニヒトデ科

マヒトデ科

フクロウニ科

ガンガゼ科

クロウニ科

ラッパウニ科
オオバフンウニ科
ナガウニ科

ドングリウニ科

ホンキダリス科

タコノマクラ科

スカシカシパン科

キンコ科

ウミシダ目

クモヒトデ目

モミジガイ目

アカヒトデ目

マヒトデ目

フクロウニ目

ガンガゼ目

ホンウニモドキ目

カマロドント目

オウサマウニ目

キダリス目

タコノマクラ目

カシパン目

樹手目

 
ネコザメ
 
オオセ
 
ナヌカザメ
タイワンザメ
シロザメ
ドチザメ
ホシザメ
 
カスザメ
 
シノノメサカタザメ
 
サカタザメ
 
コモンカスベ
 
ヒラタエイ
アカエイ
カラスエイ
ヤッコエイ
マダラトビエイ
 
オオウナギ
アデウツボ
ウツボ
トラウツボ
アミメウツボ
サビウツボ
ニセゴイシウツボ
オナガウツボ
ゴイシウミヘビ
チンアナゴ
ニシキアナゴ
 
ゴンズイ
 
イタチウオ
 
オオモンカエルアンコウ
ハオコゼ
 
イットウダイ
テリエビス
アヤメエビス
アカマツカサ
マツカサウオ
 
ヘコアユ
オオウミウマ
タカクラタツ
クロウミウマ
ヨウジウオ
イシヨウジ
カワヨウジ

カサゴ
ユメカサゴ
オニカサゴ
サツマカサゴ
ニモカサゴ
ハナミノカサゴ
オニオコゼ
オニダルマオコゼ
ホウボウ
セミホウボウ
アカメ
アザハタ
スジアラ
ユカタハタ
オオモンハタ
アカハタ
ヤイトハタ
クエ
クエ×ヤイト
カスリハタ
シロブチハタ
ツチボセリ
カンモンハタ
チャイロマルハタ
アオハタ
キジハタ
キンギョハナダイ
シモフリタナバタウオ

ネコザメ科

オオセ科

トラザメ科
タイワンザメ科
ドチザメ科

カスザメ科

トンガリサカタザメ科

サカタザメ科

ガンギエイ科
 
ヒラタエイ科
アカエイ科

トビエイ科

ウナギ科

ウツボ科

ウミヘビ科
アナゴ科

ゴンズイ科
 
アシロ科
 
カエルアンコウ科

 
イットウダイ科

マツカサウオ科
 
ヘコアユ科
ヨウジウオ科

フサカサゴ科

オニオコゼ科

ホウボウ科
セミホウボウ科
アカメ科
ハタ科

タナバタウオ科

ネコザメ目

テンジクザメ目 

メジロザメ目 

カスザメ目

トンガリサカタザメ目

サカタザメ目

ガンギエイ目

トビエイ目

ウナギ目 

ナマズ目

アシロ目

アンコウ目

キンメダイ目

トゲウオ目

スズキ目

キントキダイ科

テンジクダイ科

スギ科
アジ科

フエダイ科

タカサゴ科
マツダイ科
イサキ科

タイ科

フエフキダイ科

ヒメジ科

ハタンポ科
チョウチョウウオ科

キンチャクダイ科

カワビシャ科
ゴンベ科

タカノハダイ科

スズメダイ科

シマイサキ科
タカベ科
ユゴイ科
イシダイ科

イスズミ科
カゴカキダイ科

ホウセキキントキ
ゴマヒレキントキ
クロホシイシモチ
オオスジイシモチ
ヨコスジイシモチ
マンジュウダイ
イトヒキテンジクダイ
スギ
カンパチ
シマアジ
ギンガメアジ
ロウニンアジ
ゴマフエダイ
クロホシフエダイ
ロクセンフエダイ
ヨスジフエダイ
ヒメフエダイ
フエダイ
タカサゴ
マツダイ
イサキ
コショウダイ
コロダイ
ヒゲダイ
チダイ
マダイ
ヘダイ
ハマフエフキ
メイチダイ
オキナヒメジ
ホウライヒメジ
ヨメヒメジ
ウミヒゴイ
ミナミハタンポ
フエヤッコダイ
アミチョウチョウウオ
トゲチョウチョウウオ
フウライチョウチョウウオ
チョウハン
チョウチョウウオ
コクテンカタギ
ミゾレチョウチョウウオ
アケボノチョウチョウウオ
シラコダイ
ハタタテダイ
オニハタタテダイ
ムレハタタテダイ
キンチャクダイ
サザナミヤッコ
タテジマキンチャクダイ
レンテンヤッコ
シテンヤッコ
ソメワケヤッコ
テングダイ
オキゴンベ
クダゴンベ
イソゴンベ
ホシゴンベ
タカノハダイ
ミギマキ
クマノミ
カクレクマノミ
ハマクマノミ
ミツボシクロスズメダイ
ミスジリュウキュウスズメダイ
コガネスズメダイ
デバスズメダイ
ソラスズメダイ
ネッタイスズメダイ
ナガサキスズメダイ
シマスズメダイ
オヤビッチャ
ロクセンスズメダイ
テンジクスズメダイ
ルリスズメダイ
シリキルリスズメダイ
ネズスズメダイ
ミヤコキセンスズメダイ
イソスズメダイ
コトヒキ
タカベ
ギンユゴイ
イシダイ
イシガキダイ
イスズミ
カゴカキダイ

メジナ科

ベラ科

ブダイ科

イソギンポ科
ネズッポ科
ハゼ科

クロユリハゼ科

マンジュウダイ科

ニザダイ科

カマス科
 
モンガラカワハギ科
カワハギ科

ハコフグ科

フグ科

ハリセンボン科

マンボウ科

メジナ
クロメジナ
オキナメジナ
イラ
コブダイ
オトメベラ
ニシキベラ
ササノハベラ
イトヒキベラ
ホンソメワケベラ
メガネモチノウオ
ブダイ
ヒブダイ
アオブダイ
カウルウオ
ニシキテグリ
クモハゼ
ゴマハゼ
ギンガハゼ
ハタタテハゼ
アケボノハゼ
ナンヨウツバメウオ
ツバメウオ
ニザダイ
テングハギ
ナンヨウハギ
ニセカンランハギ
オニカマス
 
メガネハギ
カワハギ
ウマヅラハギ
アミメハギ
フチドリカワハギ
ハコフグ
ウミスズメ
サザナミフグ
キタマクラ
ハリセンボン
イシガキフグ
メイタイシガキフグ
マンボウ

フグ目

■ 哺乳類・爬虫類一覧

ジャノメナマコ
トゲクリイロナマコ
トラフナマコ
アカオニナマコ

オオイカリナマコ

マボヤ

楯手目

無足目

マホヤ目

クロナマコ科

シカクナマコ科

イカリナマコ科

マボヤ科

ゴマフアザラシ

アオウミガメ
アカウミガメ
タイマイ
ミシシッピーアカミミガメ
クサガメ
ニホンイシガメ

アカハライモリ
トサシミズサンショウウオ

セグロウミヘビ
エラブウミヘビ
アオマダラウミヘビ

カジカガエル
シュレーゲルアオガエル
ツチガエル
ヌマガエル
ニホンアマガエル
ニホンヒキガエル

アザラシ科

ウミガメ科

ヌマガメ科
バタグールガメ科

イモリ科
サンショウウオ科

コブラ科

アオガエル科

アカガエル科

アマガエル科
ヒキガエル科

食肉目

カメ目

有尾目

有隣目

無尾目

■ 無脊椎動物一覧

刺
胞
動
物 

（ 

サ
ン
ゴ
、ク
ラ
ゲ
の
な
か
ま 

）

刺
胞
動
物 

（ 

サ
ン
ゴ
、ク
ラ
ゲ
の
な
か
ま 

）

軟
体
動
物 

（
貝
、ウ
ミ
ウ
シ
、タ
コ
、イ
カ
の
な
か
ま
）

ウリクラゲ科

カブトクラゲ科

エフィラクラゲ科

ハナガサクラゲ科

マツバクラゲ科

サカサクラゲ科
タコクラゲ科

オキクラゲ科
ミズクラゲ科

キタカミクラゲ科

オオトゲサンゴ科

キサンゴ科

クサビライシ科

サザナミサンゴ科

センスガイ科
ハナサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科
ハマサンゴ科
ヒラフキサンゴ科

ウミカラマツ科

イソギンチャクモドキ科

ウリクラゲ

カブトクラゲ

イラモ

ハナガサクラゲ

ギヤマンクラゲ

サカサクラゲ
タコクラゲ

アカクラゲ
ミスクラゲ

カミクラゲ

キッカサンゴ
ハナガタサンゴ
イボヤギ
スリバチサンゴ
クサビライシ
マンジュウイシ
キクメイシ
タカクキクメイシ
タコアシサンゴ
アザミサンゴ
ミズタマサンゴ
ショウガサンゴ
ハナガササンゴ
シコロサンゴ
エンタクミドリイシ
ホソエダミドリイシ
 
ムチカラマツ
 
イソギンチャクモドキ

ウリクラゲ目

カブトクラゲ目 

冠クラゲ目

淡水クラゲ目

軟クラゲ目

根口クラゲ目
 

旗口クラゲ目

花クラゲ目

イシサンゴ目

ツノサンゴ目

ホネナシサンゴ目

魚類　16目　71科　198種

無脊椎動物　54目　57科　227種

哺乳類　　　 １目　 1科　 1種
爬虫・両生類　４目　12科　17種

軟
体
動
物 

（
貝
、ウ
ミ
ウ
シ
、タ
コ
、イ
カ
の
な
か
ま
）

節
足
動
物 

（
エ
ビ
・
カ
ニ
の
な
か
ま
）

節
足
動
物 

（
エ
ビ
・
カ
ニ
の
な
か
ま
）

棘
皮
動
物 

（
ヒ
ト
デ
・
ウ
ニ
の
な
か
ま
）

哺
乳
類

爬
虫
類

両
生
類

脊
椎
動
物

（
ホ
ヤ
の
な
か
ま
）

環
形
動
物

（
ゴ
カ
イ
の
な
か
ま
）

累計入館者数　3,020,014人



主な展示・飼育生物一覧表及び入館者推移

Memories

21 22

■ 魚類一覧

■ 入館者推移
硬
骨
魚
類 

（
ア
ジ
、ス
ズ
キ
、ウ
ナ
ギ
、カ
レ
イ
、フ
グ
等
の
な
か
ま
）

硬
骨
魚
類 

（
ア
ジ
、ス
ズ
キ
、ウ
ナ
ギ
、カ
レ
イ
、フ
グ
等
の
な
か
ま
）

硬
骨
魚
類 

（
ア
ジ
、ス
ズ
キ
、ウ
ナ
ギ
、カ
レ
イ
、フ
グ
等
の
な
か
ま
）

軟
骨
魚
類 

（
サ
メ
、エ
イ
の
な
か
ま
）

イソギンチャク目

ウミエラ目

ウミシダ目

ウミトサカ目

古腹側目

新紐舌目

頭楯目

無楯目

嚢舌目

裸殻翼足目

傘殻目

側鰓目

裸鰓目

イタヤガキ目

アウグイスガイ目

ウメボシイソギンチャク科

カザリイソギンチャク科
ニチリンイソギンチャク科
ハタゴイソギンチャク科
ハナブサイソギンチャク科
ヤツバカワリイソギンチャク科

ウミサボテン科

オオウミシダ科
クシウミシダ科

イソバナ科
ウミアザミ科
ウミトサカ科

クダサンゴ科
チヂミトサカ科

トゲヤギ科
ホソヤギ科

ムチヤギ科
サンゴ科

オキナエビスガイ科
ニシキウズガイ科
ミミガイ科
リュウテンサザエ科

ウミウサギガイ科
オキニシ科
ソデボラ科
タカラガイ科

トウカムリ科

ビワガイ科
フジツガイ科

ウミコチョウ科
カノコキセワタ科
ミスガイ科

アメフラシ科

チドリミドリガイ科

ハダカカメガイ科

ヒトデガイ科

ウミフクロウ科

イボウミウシ科

イロウミウシ科

オオミノウミウシ科
カドリナウミウシ科
クロシタナシウミウシ科
ゴシキミノウミウシ科
ツヅレウミウシ科
ネコジタウミウシ科
フジタウミウシ科

ホクヨウウミウシ科
ミカドウミウシ科
メリベウミウシ科

イタヤガイ科
ウミギク科

ウグイスガイ科
ハボウキガイ科

ウメボシイソギンチャク
サンゴイソギンチャク
ウンバチイソギンチャク
ニチリンイソギンチャク
ハタゴイソギンチャク
ハナブサイソギンチャク
セイタカカワリギンチャク

ウミサボテン

オオウミシダ
ニッポンウミシダ
ハナウミシダ

オオイソバナ
ウミアザミ
ヒラウミキノコ
ユビノウトサカ
クダサンゴ
オオトゲトサカ
キバナトサカ
ビロードトゲトサカ
ウミウチワ
アカヤギ
オウギフトヤギ
ムチヤギ
アカサンゴ

コシダカオキナエビス
ギンタカハマ
イボアナゴ
リンボウガイ

ウミウサギガイ
オオナルトボラ
スイジガイ
ハチジョウダカラ
ホシダカラ
トウカムリ
マンボウガイ
ビワガイ
カコボラ
ホラガイ
 
ムラサキウミコチョウ
オハグロツバメガイ
ミスガイ
 
アメフラシ

コノハミドリガイ

ハダカカメガイ

ヒトエガイ

マダラウミフクロウ

コイボウミウシ
フリエリイボウミウシ
アオウミウシ
キイボキヌハダウミウシ
サラサウミウシ
シロウミウシ
ゾウゲイロウミウシ
テヌウニシキウミウシ
ミアミラウミウシ
イロミノウミウシ
シモフリカメサンウミウシ
ミヤコウミウシ
ジボガミノウミウシ
クモガタウミウシ
ヒロウミウシ
ウデフリツノザヤウミウシ
ハナデンシャ
ユビノウハナガサウミウシ
ミカドウミウシ
ヤマトメリベ

ヒオウギ
ウミギク
 
アコヤガイ
ハボウキガイ

マルスダレガイ目

オウムガイ目

コウイカ目

ツツイカ目

八腕形目

ミミイカ目

新腹足目

ケヤリムシ目

口脚目

等脚目

十脚目

シャコガイ科

オウムガイ科

コウイカ科

ヒメイカ科
ジンドウイカ科

マダコ科

カイダコ科

ミミイカ科

アッキガイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

テングニシ科
マクラガイ科

カンザシゴカイ科

ケヤリムシ科

シャコ科
ハナシャコ科
フトユビシャコ科

スナホリムシ科

クルマエビ科
タラバエビ科
モエビ科

テッポウエビ科
テナガエビ科

シラナミガイ
ヒメシャコガイ

オオベソオウムガイ

カミナリイカ
コブシメ
トラフコウイカ
ハナイカ

ヒメイカ
オリイカ

サメハダテナガダコ
ヒョウモンダコ
ヤワハダタコ
ワモンダコ
タコブネ

ダンゴイカ

オニサザエ
センジュガイモドキ
イトマキボラ
ヒメイトマキボラ
アンボイナ
タガヤサンミナシ
バイ
テングニシ
マクラガイ

イバラカンザシ
オオナガレハナサンゴ
ホンケヤリ

シャコ
モンハナシャコ
フトユビシャコ

オオグソクムシ
ダイオウグソクムシ

ウシエビ
トヤマエビ
アカシマシラヒゲエビ
オトヒメエビ
シロボシアカモエビ
ニシキテッポウエビ
イソスジエビ

フリソデエビ科
イセエビ科

セミエビ科

アカザエビ科
チュウコシオリエビ科
アナエビ科
オサテエビ科
サラサエビ科
ヤドカリ科

ホンヤドカリ科
オカヤドカリ科
タラバガニ科
アサヒガニ科
キンセンガニ科
カイカムリ科

ミズヒキガニ科
コブシガニ科
カラッパ科

クモガニ科

ヒシガニ科

クリガニ科
ワタリガニ科

オウギガニ科

イソオウギガニ科
エンコウガニ科

フリソデエビ
イセエビ
カギテリョウマエビ
ニシキエビ
リョウマエビ
コブセミエビ
ゾウリエビ
アカザエビ
オオコシオリエビ
ショウグンエビ
オサテエビ
ヤイトサラサエビ
イシダタミヤドカリ
イボアシヤドカリ
ソメンヤドカリ
ユビワサンゴヤドカリ
ホンヤドカリ
ヤシガニ
メンコガニ
アサヒガニ
キンセンガニ
オオカイカムリ
カイカムリ
ミズヒキガニ
テナガコブシ
トラフカラッパ
マルソデカラッパ
ヤマトカラッパ
エダツノガニ
ケアシガニ
タカアシガニ
ノコギリガニ
モクズショイ
カルイシガニ
ハリカルイシガニ
ケガニ
アミメノコギリガザミ
イシガニ
シマイシガニ
ジャノメガザミ
ナマコマルガザミ
ベニツケガニ
モンツキイシガニ
アカマンジュウガニ
オオヒロハオウギガニ
キンチャクガニ
スベスベマンジュウガニ
ホンマンジュウガニ
マツバガニ
エンコウガニ

アカモンガニ
キメンガニ
サワガニ
シオマネキ
ハクセンシオマネキ
アシハラガニ
ショウジンガニ
ゼブラガニ

オオウミシダ
ニッポンウミシダ
ハナウミシダ

ニホンクモヒトデ

スナヒトデ
トゲモミジガイ

コブヒトデ
マンジュウヒトデ
アオヒトデ
オオアカヒトデ
ヤマトナンカイヒトデ
フトトゲヒトデ
イトマキヒトデ
オニヒトデ

ヤツデヒトデ

イイジマフクロウニ

ガンガゼ

クロウニ

ラッパウニ
アカウニ
ツマジロナガウニ
ナガウニ

ドングリウニ

ノコギリウニ

タコノマクラ

スカシカシパン

アデヤカキンコ

アカモンガニ科
ヘイケガニ科
サワガニ科
スナガニ科

イワガニ科

ゴカクガニ科

オオウミシダ科
クシウミシダ科

クモヒトデ科

スナヒトデ科
モミジガイ科

コブヒトデ科

ホウキボシ科

ナンカイヒトデ科
フトトゲヒトデ科
イトマキヒトデ科
オニヒトデ科

マヒトデ科

フクロウニ科

ガンガゼ科

クロウニ科

ラッパウニ科
オオバフンウニ科
ナガウニ科

ドングリウニ科

ホンキダリス科

タコノマクラ科

スカシカシパン科

キンコ科

ウミシダ目

クモヒトデ目

モミジガイ目

アカヒトデ目

マヒトデ目

フクロウニ目

ガンガゼ目

ホンウニモドキ目

カマロドント目

オウサマウニ目

キダリス目

タコノマクラ目

カシパン目

樹手目

 
ネコザメ
 
オオセ
 
ナヌカザメ
タイワンザメ
シロザメ
ドチザメ
ホシザメ
 
カスザメ
 
シノノメサカタザメ
 
サカタザメ
 
コモンカスベ
 
ヒラタエイ
アカエイ
カラスエイ
ヤッコエイ
マダラトビエイ
 
オオウナギ
アデウツボ
ウツボ
トラウツボ
アミメウツボ
サビウツボ
ニセゴイシウツボ
オナガウツボ
ゴイシウミヘビ
チンアナゴ
ニシキアナゴ
 
ゴンズイ
 
イタチウオ
 
オオモンカエルアンコウ
ハオコゼ
 
イットウダイ
テリエビス
アヤメエビス
アカマツカサ
マツカサウオ
 
ヘコアユ
オオウミウマ
タカクラタツ
クロウミウマ
ヨウジウオ
イシヨウジ
カワヨウジ

カサゴ
ユメカサゴ
オニカサゴ
サツマカサゴ
ニモカサゴ
ハナミノカサゴ
オニオコゼ
オニダルマオコゼ
ホウボウ
セミホウボウ
アカメ
アザハタ
スジアラ
ユカタハタ
オオモンハタ
アカハタ
ヤイトハタ
クエ
クエ×ヤイト
カスリハタ
シロブチハタ
ツチボセリ
カンモンハタ
チャイロマルハタ
アオハタ
キジハタ
キンギョハナダイ
シモフリタナバタウオ

ネコザメ科

オオセ科

トラザメ科
タイワンザメ科
ドチザメ科

カスザメ科

トンガリサカタザメ科

サカタザメ科

ガンギエイ科
 
ヒラタエイ科
アカエイ科

トビエイ科

ウナギ科

ウツボ科

ウミヘビ科
アナゴ科

ゴンズイ科
 
アシロ科
 
カエルアンコウ科

 
イットウダイ科

マツカサウオ科
 
ヘコアユ科
ヨウジウオ科

フサカサゴ科

オニオコゼ科

ホウボウ科
セミホウボウ科
アカメ科
ハタ科

タナバタウオ科

ネコザメ目

テンジクザメ目 

メジロザメ目 

カスザメ目

トンガリサカタザメ目

サカタザメ目

ガンギエイ目

トビエイ目

ウナギ目 

ナマズ目

アシロ目

アンコウ目

キンメダイ目

トゲウオ目

スズキ目

キントキダイ科

テンジクダイ科

スギ科
アジ科

フエダイ科

タカサゴ科
マツダイ科
イサキ科

タイ科

フエフキダイ科

ヒメジ科

ハタンポ科
チョウチョウウオ科

キンチャクダイ科

カワビシャ科
ゴンベ科

タカノハダイ科

スズメダイ科

シマイサキ科
タカベ科
ユゴイ科
イシダイ科

イスズミ科
カゴカキダイ科

ホウセキキントキ
ゴマヒレキントキ
クロホシイシモチ
オオスジイシモチ
ヨコスジイシモチ
マンジュウダイ
イトヒキテンジクダイ
スギ
カンパチ
シマアジ
ギンガメアジ
ロウニンアジ
ゴマフエダイ
クロホシフエダイ
ロクセンフエダイ
ヨスジフエダイ
ヒメフエダイ
フエダイ
タカサゴ
マツダイ
イサキ
コショウダイ
コロダイ
ヒゲダイ
チダイ
マダイ
ヘダイ
ハマフエフキ
メイチダイ
オキナヒメジ
ホウライヒメジ
ヨメヒメジ
ウミヒゴイ
ミナミハタンポ
フエヤッコダイ
アミチョウチョウウオ
トゲチョウチョウウオ
フウライチョウチョウウオ
チョウハン
チョウチョウウオ
コクテンカタギ
ミゾレチョウチョウウオ
アケボノチョウチョウウオ
シラコダイ
ハタタテダイ
オニハタタテダイ
ムレハタタテダイ
キンチャクダイ
サザナミヤッコ
タテジマキンチャクダイ
レンテンヤッコ
シテンヤッコ
ソメワケヤッコ
テングダイ
オキゴンベ
クダゴンベ
イソゴンベ
ホシゴンベ
タカノハダイ
ミギマキ
クマノミ
カクレクマノミ
ハマクマノミ
ミツボシクロスズメダイ
ミスジリュウキュウスズメダイ
コガネスズメダイ
デバスズメダイ
ソラスズメダイ
ネッタイスズメダイ
ナガサキスズメダイ
シマスズメダイ
オヤビッチャ
ロクセンスズメダイ
テンジクスズメダイ
ルリスズメダイ
シリキルリスズメダイ
ネズスズメダイ
ミヤコキセンスズメダイ
イソスズメダイ
コトヒキ
タカベ
ギンユゴイ
イシダイ
イシガキダイ
イスズミ
カゴカキダイ

メジナ科

ベラ科

ブダイ科

イソギンポ科
ネズッポ科
ハゼ科

クロユリハゼ科

マンジュウダイ科

ニザダイ科

カマス科
 
モンガラカワハギ科
カワハギ科

ハコフグ科

フグ科

ハリセンボン科

マンボウ科

メジナ
クロメジナ
オキナメジナ
イラ
コブダイ
オトメベラ
ニシキベラ
ササノハベラ
イトヒキベラ
ホンソメワケベラ
メガネモチノウオ
ブダイ
ヒブダイ
アオブダイ
カウルウオ
ニシキテグリ
クモハゼ
ゴマハゼ
ギンガハゼ
ハタタテハゼ
アケボノハゼ
ナンヨウツバメウオ
ツバメウオ
ニザダイ
テングハギ
ナンヨウハギ
ニセカンランハギ
オニカマス
 
メガネハギ
カワハギ
ウマヅラハギ
アミメハギ
フチドリカワハギ
ハコフグ
ウミスズメ
サザナミフグ
キタマクラ
ハリセンボン
イシガキフグ
メイタイシガキフグ
マンボウ

フグ目

■ 哺乳類・爬虫類一覧

ジャノメナマコ
トゲクリイロナマコ
トラフナマコ
アカオニナマコ

オオイカリナマコ

マボヤ

楯手目

無足目

マホヤ目

クロナマコ科

シカクナマコ科

イカリナマコ科

マボヤ科

ゴマフアザラシ

アオウミガメ
アカウミガメ
タイマイ
ミシシッピーアカミミガメ
クサガメ
ニホンイシガメ

アカハライモリ
トサシミズサンショウウオ

セグロウミヘビ
エラブウミヘビ
アオマダラウミヘビ

カジカガエル
シュレーゲルアオガエル
ツチガエル
ヌマガエル
ニホンアマガエル
ニホンヒキガエル

アザラシ科

ウミガメ科

ヌマガメ科
バタグールガメ科

イモリ科
サンショウウオ科

コブラ科

アオガエル科

アカガエル科

アマガエル科
ヒキガエル科

食肉目

カメ目

有尾目

有隣目

無尾目

■ 無脊椎動物一覧

刺
胞
動
物 

（ 

サ
ン
ゴ
、ク
ラ
ゲ
の
な
か
ま 

）

刺
胞
動
物 

（ 

サ
ン
ゴ
、ク
ラ
ゲ
の
な
か
ま 

）

軟
体
動
物 

（
貝
、ウ
ミ
ウ
シ
、タ
コ
、イ
カ
の
な
か
ま
）

ウリクラゲ科

カブトクラゲ科

エフィラクラゲ科

ハナガサクラゲ科

マツバクラゲ科

サカサクラゲ科
タコクラゲ科

オキクラゲ科
ミズクラゲ科

キタカミクラゲ科

オオトゲサンゴ科

キサンゴ科

クサビライシ科

サザナミサンゴ科

センスガイ科
ハナサンゴ科

ハナヤサイサンゴ科
ハマサンゴ科
ヒラフキサンゴ科

ウミカラマツ科

イソギンチャクモドキ科

ウリクラゲ

カブトクラゲ

イラモ

ハナガサクラゲ

ギヤマンクラゲ

サカサクラゲ
タコクラゲ

アカクラゲ
ミスクラゲ

カミクラゲ

キッカサンゴ
ハナガタサンゴ
イボヤギ
スリバチサンゴ
クサビライシ
マンジュウイシ
キクメイシ
タカクキクメイシ
タコアシサンゴ
アザミサンゴ
ミズタマサンゴ
ショウガサンゴ
ハナガササンゴ
シコロサンゴ
エンタクミドリイシ
ホソエダミドリイシ
 
ムチカラマツ
 
イソギンチャクモドキ

ウリクラゲ目

カブトクラゲ目 

冠クラゲ目

淡水クラゲ目

軟クラゲ目

根口クラゲ目
 

旗口クラゲ目

花クラゲ目

イシサンゴ目

ツノサンゴ目

ホネナシサンゴ目

魚類　16目　71科　198種

無脊椎動物　54目　57科　227種

哺乳類　　　 １目　 1科　 1種
爬虫・両生類　４目　12科　17種

軟
体
動
物 

（
貝
、ウ
ミ
ウ
シ
、タ
コ
、イ
カ
の
な
か
ま
）

節
足
動
物 

（
エ
ビ
・
カ
ニ
の
な
か
ま
）

節
足
動
物 

（
エ
ビ
・
カ
ニ
の
な
か
ま
）

棘
皮
動
物 

（
ヒ
ト
デ
・
ウ
ニ
の
な
か
ま
）

哺
乳
類

爬
虫
類

両
生
類

脊
椎
動
物

（
ホ
ヤ
の
な
か
ま
）

環
形
動
物

（
ゴ
カ
イ
の
な
か
ま
）

累計入館者数　3,020,014人
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